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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、上皮成長因子ファミリーのメンバーです。これは自己分泌型成長因子であると同時に、アストロサイト、シュワン細胞、線維芽細胞のマイトジェンでもあります。上皮成長因子（EGF）および形質転換成長因子α（TGF-α）と関連があります。このタンパク質はEGF/TGF-α受容体と相互作用して正常な上皮細胞の増殖を促進し、特定の悪性度の高い癌細胞株の増殖を抑制します。また、乳腺、卵母細胞、骨組織の発達にも作用します。この遺伝子は乾癬様皮膚表現型と関連しており、様々な種類の癌や炎症性疾患を含む他の病態にも関連しています。[RefSeq提供、2014年4月]、機能：二機能性成長調節糖タンパク質。培養された複数のヒト癌細胞の増殖を阻害し、ヒト線維芽細胞および特定の腫瘍細胞の増殖を刺激する。,誘導：ホルボール12-ミリステート13-アセテート（PMA）による。,その他：ARは、その生物学的活性に必須のジスルフィド結合したシステインを含むタンパク質である。ARは、生物学的活性に必須ではないオリゴ糖および／または脂質部分を含む場合がある。,類似性：アンフィレグリンファミリーに属する。,類似性：1つのEGF様ドメインを含む。,サブユニット：未成熟の前駆体はCNIHと相互作用する。,
	研究分野
	エルブB_HER;
	画像データ
	

	アンフィレグリンポリクローナル抗体を用いたHBE細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。

